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内容の要旨及び審査の結果の要旨
自然発症インスリン非依存型糖尿病ラット（OtsukaLong-EvansTbkuShimaFatty，０mⅥF）
における網膜電図（electroretinogramERG）の経時的変化を，同系であってかつ糖尿病を発症しな
いLong-EvansTbkushimaOtsuka□ETO）ラットおよび食餌制限下で飼育し血糖値を正常化した
OLETFと比較した．また，自由摂食下で飼育し糖尿病発病後長期を経過した５５週齢０，１Ｆの体重，
血糖値，血清ヘモグロビンA1c値．血清トリグリセリド，総コレステロール，高比重リポ蛋白（higl1
densitylj0Doprotem，HDL）コレステロール値，網膜ドーパミン，ジヒドロキシフェニル酢酸
(ClillydroxyphenylaceticaciCl，DOEAC)，ホモバニリン酸O1omovanillicacid，HVA)，ＥＲＧ所見を
同週齢のｍＴＯおよび食餌制限ＯｍＴＦと比較した．更に，５５週齢ＯＩＥＩＦにおけるＥＲＧ所見と，
体重および各検査値との相関を調べた．従来の報告に反し，自由摂食ＯｍＴＦではＬＥＴＤと比較し
て糖尿病状態にある３５週齢以後においても02,03,04振幅は有意に大きく,網膜ドーパミン,ＤＯ]RAC
含量は有意に高く，ＯｍＴＦのＥＲＧ変化には高血糖以外の遺伝的因子が関与していると考えられた．
一方，自由摂食ＯｍＴＦでは食餌制限ＯｍＴＦと比べ耐糖能障害を来し始める１５，２０週齢において
02頂点潜時は有意に短縮し，３５週齢より０２および０３の頂点潜時延長と振幅低下が認められた５５
週齢のＯｍＴＦでは血糖値および血清ヘモグロビンA1c値はＯｒＯ２および０３頂点潜時と正の相関を
示し，血清総コレステロール，ＨＤＬコレステロール値および血清トリグリセリド値は０，，０２，０３
およびｏ４の頂点潜時と正の相関を示した．自由摂食ＯｍＴＦではDOEＡＣおよび1ｍＡは食餌制限
ＯｍＴＦに比べ有意に低く，０，，０２および０３の頂点潜時とDOEＡＣおよびＨＭＡは負の相関を示し
た．ＯｍＴＦにおける脂質代謝異常および網膜内ドーパミン代謝異常が律動様小波の異常に相関した
ことは，糖尿病による網膜の失調に眼底血管・血流の異常および網膜内神経伝達の異常の少なくとも
一方が関与する可能性を示唆する．本研究は、我が国における失明第一原因である糖尿病網膜症の病
態解釈に有用な労作と評価された．
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